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宇
宙
空
間
が
身
近
な
職
場
の
時
代
へ

過
去
の
失
敗
を
糧
に
挑
戦
続
け
る
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読
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有
人
に
よ
る
宇
宙
飛
行
を
目
標
と
し

て
い
た
時
代
を
経
て
、宇
宙
を
ビ
ジ
ネ
ス

や
生
活
の
場
と
す
る
動
き
が
世
界
各
国

で
活
発
化
し
て
い
る
。国
家
戦
略
か
ら
民

間
主
導
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ま
で
、か
つ
て

夢
物
語
と
さ
れ
て
き
た
様
々
な
計
画
の

現
実
味
が
増
し
、投
資
意
欲
も
高
ま
る

一
方
だ
。先
行
者
利
益
を
獲
得
し
、中
長

期
的
に
企
業
価
値
を
高
め
よ
う
と
、建
設

業
を
含
め
て
多
分
野
か
ら
市
場
参
入
が

相
次
い
で
い
る
。

　
人
類
の
活
動
領
域
が
宇
宙
へ
と
広
が

れ
ば
、宇
宙
で
働
く
人
は
当
然
増
え
る
。

子
ど
も
た
ち
も
宇
宙
飛
行
士
を
現
実
離

れ
し
た
職
業
と
捉
え
ず
、宇
宙
空
間
を

身
近
な
職
場
と
考
え
る
時
代
が
い
ず
れ

る
よ
う
に
な
る
。

　
宇
宙
開
発
予
算
の
削
減
を
目
指
し
て

再
使
用
可
能
な
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル
を
開

発
し
た
米
国
は
、一
九
八
〇
年
代
に
入
り

再
び
政
治
的
緊
張
が
高
ま
っ
て
き
た
ソ

連
へ
の
対
抗
か
ら
西
側
諸
国
に
Ｉ
Ｓ
Ｓ

計
画
を
提
案
。日
本
や
欧
州
、カ
ナ
ダ
が

参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。ソ
連
崩
壊
の

一
九
八
八
年
以
降
は
、自
由
主
義
経
済

圏
に
ロ
シ
ア
が
加
わ
り
、宇
宙
分
野
で
の

ロ
シ
ア
の
有
人
技
術
の
活
用
な
ど
の
観

点
か
ら
、一
九
九
四
年
に
ロ
シ
ア
も
Ｉ
Ｓ

Ｓ
に
参
加
。有
人
宇
宙
開
発
で
の
国
際
協

力
が
本
格
化
し
て
い
く
。

　
二
〇
〇
〇
年
代
に
入
る
と
、経
済
大
国

へ
と
ま
い
進
す
る
中
国
が
二
〇
〇
三
年
に

有
人
初
飛
行
を
達
成
し
た
。二
〇
〇
四
年

に
新
宇
宙
政
策
を
発
表
し
た
米
国
は
有

人
月
面
探
査
の
再
開
と
将
来
的
な
火
星

へ
の
有
人
飛
行
実
現
を
目
指
す
と
表
明
。

近
年
は
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
が
主
導
す
る「
ア
ル
テ

ミ
ス
計
画
」で
二
〇
二
六
年
の
月
面
再
着

陸
を
目
指
し
て
い
る
。

　
四
月
十
日
の
日
米
首
脳
の
共
同
声
明

で
は
、日
本
人
宇
宙
飛
行
士
を
月
面
着

陸
さ
せ
る
機
会
を
少
な
く
と
も
二
回
提

供
す
る
方
針
を
確
認
。日
本
側
か
ら
は
Ｊ

来
る
だ
ろ
う
。今
年
三
月
末
に
宇
宙
航

空
研
究
開
発
機
構（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）を
退

職
し
た
宇
宙
飛
行
士
の
若
田
光
一
さ
ん

は
、子
ど
も
の
頃
に
見
聞
き
し
た
米
ア
ポ

ロ
計
画
に
よ
る
人
類
初
の
月
面
着
陸
の

ニ
ュ
ー
ス
が
宇
宙
へ
の
憧
れ
を
大
き
く
し

た
そ
う
。学
生
時
代
は
航
空
機
の
技
術
者

を
志
し
、琵
琶
湖
で
の「
鳥
人
間
コ
ン
テ

ス
ト
」に
も
参
加
し
て
い
た
と
か
。大
学

卒
業
後
は
技
術
者
と
し
て
航
空
会
社
に

就
職
し
た
も
の
の
宇
宙
へ
の
想
い
は
強
ま

り
続
け
、宇
宙
開
発
事
業
団（
現
Ｊ
Ａ
Ｘ

Ａ
）の
宇
宙
飛
行
士
候
補
に
応
募
。一
九

九
二
年
に
選
抜
さ
れ
、宇
宙
飛
行
士
へ
の

道
を
歩
み
出
し
た
。

　
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ（
米
国
航
空
宇
宙
局
）の
宇

Ａ
Ｘ
Ａ
が
ト
ヨ
タ
自
動
車
と
共
同
開
発

中
の
月
面
探
査
車
両「
有
人
与
圧
ロ
ー
バ

（
愛
称
・
ル
ナ
ク
ル
ー
ザ
ー
）」を
米
国

側
に
提
供
す
る
こ
と
で
も
合
意
し
た
。

　
中
国
な
ど
も
月
探
査
に
乗
り
出
す
な

か
、時
期
は
未
定
な
が
ら
日
本
人
が
世
界

で
二
番
目
に
月
面
着
陸
を
達
成
す
る
可

能
性
が
高
ま
っ
た
。日
本
も
参
加
す
る
ア

ル
テ
ミ
ス
計
画
で
二
〇
二
八
年
以
降
は
継

続
的
な
月
で
の
活
動
が
計
画
さ
れ
、二
〇

二
〇
年
代
後
半
に
は
日
本
人
が
月
面
に

降
り
立
つ
姿
が
見
ら
れ
そ
う
だ
。

グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
の
責
務

　
日
本
の
宇
宙
開
発
の
取
組
み
も
過
去

の
失
敗
を
糧
に
し
な
が
ら
発
展
へ
の
歩

み
を
進
め
て
い
る
。今
年
二
月
に
Ｊ
Ａ
Ｘ

Ａ
が
新
型
ロ
ケ
ッ
ト「
Ｈ
３
」二
号
機
の

打
ち
上
げ
に
成
功
。約
一
年
前
の
初
号

機
で
の
エ
ン
ジ
ン
ト
ラ
ブ
ル
を
受
け
て
部

品
の
絶
縁
徹
底
や
選
別
強
化
な
ど
の
対

策
を
講
じ
、目
標
軌
道
へ
無
事
に
到
達
し

て
小
型
衛
星
を
投
入
し
た
。

　
衛
星
打
ち
上
げ
市
場
の
競
争
は
激
し

さ
を
増
し
て
い
る
。経
験
豊
富
な
人
材
の

確
保
・
育
成
、需
要
の
変
化
な
ど
市
場

宙
飛
行
士
訓
練
コ
ー
ス
に
参
加
し
、四
年

後
の
一
九
九
六
年
に
米
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト

ル
で
初
飛
行
し
た
。二
〇
〇
〇
年
に
は
日

本
人
で
初
め
て
国
際
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

（
Ｉ
Ｓ
Ｓ
）の
建
設
に
参
加
。二
〇
〇
九

年
の
Ｉ
Ｓ
Ｓ
長
期
滞
在
、二
〇
一
四
年
の

Ｉ
Ｓ
Ｓ
船
長
就
任
も
日
本
人
初
で
あ
り
、

計
五
回
の
飛
行
で
通
算
五
〇
四
日
余
り

の
宇
宙
滞
在
時
間
は
日
本
人
最
長
記
録

と
な
る
。

　
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
退
職
の
会
見
で
若
田
さ
ん

は
更
な
る
宇
宙
飛
行
に
意
欲
を
示
し
、生

涯
現
役
で
続
け
る
と
表
明
。長
年
の
経
験

を
生
か
し
、今
後
は
民
間
の
立
場
か
ら
有

人
宇
宙
活
動
の
発
展
に
貢
献
し
て
い
く

と
意
気
込
み
を
語
っ
た
。

ニ
ー
ズ
を
見
据
え
た
継
続
的
な
機
器
の

改
良
が
求
め
ら
れ
る
。「
Ｈ
３
」三
号
機

は
本
年
度
中
の
打
ち
上
げ
予
定
だ
。

　
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
と
三
菱
重
工
業
ら
が
開
発

し
た
二
段
式
ロ
ケ
ッ
ト
の「
Ｈ
３
」は
、一

段
目
に
新
開
発
の
液
体
燃
料
エ
ン
ジ
ン

を
導
入
し
て
推
力
を
増
強
。固
体
燃
料
ロ

ケ
ッ
ト
を
追
加
す
る
こ
と
で
多
様
な
衛

星
の
打
ち
上
げ
に
対
応
す
る
と
い
う
。新

型
補
給
機
を
搭
載
し
、Ｉ
Ｓ
Ｓ
へ
の
打
ち

上
げ
も
想
定
す
る
。市
場
で
の
競
争
力
を

高
め
る
た
め
に
低
コ
ス
ト
化
も
図
り
、一

回
当
た
り
の
打
ち
上
げ
費
用
は
最
も
低

く
抑
え
た
ケ
ー
ス
で
従
来
の「
Ｈ
２
Ａ
」

の
半
減
を
目
指
す
と
し
て
い
る
。

　
民
間
の
ロ
ケ
ッ
ト
開
発
は
事
業
化
の

途
上
に
あ
る
。二
〇
一
八
年
に
メ
ー
カ
ー

な
ど
関
連
企
業
が
共
同
出
資
で
設
立
し

た
宇
宙
開
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
、ス
ペ
ー
ス
ワ

ン
が
開
発
し
た
小
型
ロ
ケ
ッ
ト「
カ
イ
ロ

ス
」の
初
号
機
が
今
年
三
月
、和
歌
山
県

串
本
町
に
建
設
さ
れ
た
専
用
の
発
射
場

か
ら
打
ち
上
げ
ら
れ
た
。成
功
す
れ
ば
国

内
初
の
民
間
単
独
開
発
の
衛
星
ロ
ケ
ッ

ト
と
な
っ
た
が
、上
昇
を
始
め
た
直
後
に

爆
発
し
た
。小
型
衛
星
を
ロ
ケ
ッ
ト
で
宇

宙
に
運
ぶ
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
目
指
す
同

有
人
宇
宙
飛
行
は
新
時
代
突
入

　
有
人
宇
宙
飛
行
の
黎
明
期
で
あ
る
一

九
六
〇
～
七
〇
年
代
は
、米
国
と
ソ
連

（
現
ロ
シ
ア
）の
両
国
が
軍
事
的
優
位
性

と
国
家
の
威
信
を
か
け
て
競
い
合
っ
た
。

前
半
は
有
人
初
飛
行
、初
宇
宙
遊
泳
な

ど
で
ソ
連
が
先
を
行
っ
た
が
、月
面
着
陸

競
争
で
は
前
述
の
通
り
米
国
が
ソ
連
を

追
い
抜
い
た
。

　
一
九
七
〇
年
以
降
は
東
西
冷
戦
の
緊

張
緩
和
が
進
む
に
つ
れ
、両
国
に
よ
る
競

争
も
沈
静
化
す
る
。米
国
は
巨
額
を
投
じ

て
き
た
ア
ポ
ロ
計
画
を
中
断
し
、ソ
連
も

有
人
月
面
着
陸
を
断
念
。地
球
低
軌
道

で
の
宇
宙
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
開
発
に
専
念
す

社
。豊
田
正
和
社
長
は
打
ち
上
げ
後
の
会

見
で「
失
敗
と
い
う
言
葉
を
使
わ
な
い
。

す
べ
て
新
し
い
挑
戦
に
向
け
て
の
糧
と

考
え
て
い
る
」と
前
を
向
い
た
。

　
平
和
的
利
用
を
目
的
と
し
た
ロ
ケ
ッ

ト
開
発
は
歓
迎
す
る
と
こ
ろ
だ
が
、対
立

す
る
国
家
・
地
域
間
の
争
い
で
優
位
に

立
つ
た
め
の
軍
事
目
的
を
主
と
し
た
ロ

ケ
ッ
ト
・
ミ
サ
イ
ル
の
利
用
や
開
発
は

勘
弁
願
い
た
い
。今
年
に
入
っ
て
中
国
が

台
湾
上
空
を
通
過
す
る
ロ
ケ
ッ
ト
を
立

て
続
け
に
発
射
し
た
り
、北
朝
鮮
が
日
本

海
・
太
平
洋
側
に
向
け
た
ミ
サ
イ
ル
実

験
を
繰
り
返
し
た
り
す
る
な
ど
、周
辺
国

の
緊
張
は
高
ま
り
続
け
て
い
る
。

　
四
月
の
日
米
首
脳
会
談
で
は
宇
宙
開

発
の
協
力
推
進
だ
け
で
な
く
、米
軍
と
自

衛
隊
の
相
互
運
用
性
を
高
め
る
た
め
に

指
揮
統
制
の
枠
組
み
を
強
化
・
連
携
さ

せ
る
こ
と
で
も
合
意
し
た
。自
由
で
開
か

れ
た
国
際
秩
序
を
維
持
・
強
化
す
る「
グ

ロ
ー
バ
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー
」と
の
認
識
を

深
め
た
両
国
首
脳
。互
い
に
内
憂
外
患
の

様
相
が
強
ま
る
な
か
、偶
発
的
な
争
い
が

起
こ
ら
ぬ
よ
う
グ
ロ
ー
バ
ル
リ
ー
ダ
ー
と

し
て
の
責
務
を
全
う
し
て
も
ら
い
た
い
。
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